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科目概要 

授業内容 

近代の政治思想から現代政治学までを概観します。近代や現代の

思想家や政治学者たちが、政治をどう捉え、どう論じてきたのか

を学び、今日の政治を考えていく上での糸口をつかんでください。 

到達目標 

政治学には様々な研究分野がありますが、講義ではまず社会契約

論など近代の政治思想を概観し、続いて米国政治学を中心に説明

していきます。それぞれの内容を把握し、幅広い政治学の見取り

図が描けるようになることが、この講義の目標です。 

授業計画 

（1） オリエンテーション 

（2） 近代の政治思想①（マキャベリ『君主論』） 

（3） 近代の政治思想②（ボダンの主権論） 

（4） 近代の政治思想③（ホッブス『リバイアサン』） 

（5） 近代の政治思想④（ロックとルソー） 

（6） 近代の政治思想⑤（権力分立論ほか） 

（7） 現代の政治学①（米国政治学の系譜） 

（8） 現代の政治学②（メリアム、ラズウェルほか） 

（9） 現代の政治学③（ベントレーほか） 

（10）現代の政治学④（政治システム論） 

（11）現代の政治学⑤（ラズウェルのエリート論ほか） 

（12）現代の政治学⑥（パワー・エリート論ほか） 

（13）現代の政治学⑦（権力関係説） 

（14）現代の政治学⑧（多元主義とその批判） 

（15）結論（試験について） 

自学自習 

事前学習 
教科書等の該当箇所を事前に読んだうえで、講義に出席してくだ

さい。 

事後学習 
教科書や参考文献、講義ノート等の該当箇所を読み返して、講義

内容を確認してください。 

使用教材・ 

参考文献 

【教】堀江湛編『政治学・行政学の基礎知識』一藝社、2004年 

【参】堀江湛、岡沢憲芙編『現代政治学（第 2版）』法学書院、2002年 

   岡崎晴輝、木村俊道編『はじめて学ぶ政治学』ミネルヴァ書房、2008年 

成績評価方法

と基準 

試験により評価します。講義内容がおおむね理解できていると判断されれば、単

位が認定されます。教科書や参考文献からの長文引用、インターネットからの丸

写しなど不誠実な答案は評価の対象外となり、単位は認定されません。 

備考 
講義中に私語をする学生の受講は認めません。学期を通じて注意を2回受けた学

生については、試験を受けることができません。単位は認定されません。 
 


